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ビデオ学習室の意義と映像資料収録業務

1.はじめに

昭和62年1月20日にオープンしたビデオ学

習室については館だより V01.・ XⅢ NO.1 ~ 2

絵Υ并号)に概報しましたが、現在までの間

にいくつかの微調整を実施し、・一層安定した

状態で稼動中です。

また、Ⅱ月には100Π寸のビデオプロジェクタ

一及び関連設備が2階溝義室と展示室に一面

tつ設置され、当館の映像資料が団体利用時

にもその価値を十二分に発揮できるようにな

りました。100吋の大画面は普通のテレビ画面

では得られない臨場感があり、利用した小学

生の団体にも好評でした。席ごとに40近くの

番組か盲由選択できるビデオ学習室の視聴席

はその内容に関心を持って利用するのに適し

たシステムであり、予備矢啼哉を持たない小学

生などの団体利用にあたっては、引率者が当

館を下見された段階で番組の選択をし、当日

はその番組を指定して利用される場合が多い

状況でした。このような利用では、100名程度

の団体が一斉に同一番組を視聴し得るビデオ

プロジェクターが最適であり、またビデオ学

習室の意義及び利用法について予備知識を与

えるナ昜ともなっています。なお、この設備の

利用については、事前に申し出てぃただくこ

とになっていますので団体利用の下兒の折に

利用の日時とビデオ学習室の番組の中から目

的に合ったもの左ご指定ください(ビデオ学

習室の番組一覧表参a引。

2.当館の映像設備

博物館施設などにおける映像提示の方法と

しては、展示導線の中に組み込み、適宜必要

な導線内での提示と、映像資料を資料コーナ

ーに集約して展示導線と切りはなして提示す

るという二つの方式に大別することが出来ま

す。

前者では、解説の目標にあわせたストーリ

ーの流れの・一環、あるいは独立した映像展示

コーナーとして、後者は展示等に関連する1快

像資料を内由検索してー'層関心を高かめてぃ

ただくコーナーとして有用な方法です。

当鮪では前者及び後者を併用しでおり、展

示室には、三面マルチオートスライドによる

映像コーナーと廊、F側に100Π寸ビデオプロジェ

クターを設置しております。三面マルチオー

トスライドでは現在「はたおり一女の仕事一」

と題し、かつては家のくらしにおける重要な

女性の生活技術のーつであった機織の工程を

静止画面の組み合わせで表現し今と昔のくら

しぶりの違いの・一端を紹介しております。比

較的単純な構造の装置ですがW]80XH90飢の

画面を三等分して三台のスライド映写機から

個々に投映し、横長の・一画面を構成するこの

装置は、画面転換の面白さ、美しさの点では

捨て難い良さがあり、一例を取り上げて民俗

資料の意義等を概説するコーナーとして昭和

49年Ⅱ月の開館以来維持しているところです。

また、ビデオプロジェクターは、大型ビデ

オシステム整備事業の一環として講義室及び

展示室廊下側に昭和62年度予算によって新設

されたものです。展示室廊下側のプロジェク

ターは、入館者に対し当館からのお知らせや、

講義室での催し物の様子などの他、ビデオ学

習室の映像資料を100名以上の団体でご利用い

ただく場合、講義室(定員100名)の設備機器

とあわせて沽用すれぱ、あらかじめ選択した

資料を大勢で一斉に利用することも出来るの

で春秋など団体利用が重なる吽期のこうした
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使い方にも有効です。なお現在は、本県で本

年4月24日から]0月23日まで開催のシルクロ

ド博覧会のプロモーションビデオを常時流し

て来館者への広報に威力を発揮しております。

3.ビデオ学習室の意義

当館のビデオ学習室は、県内各地の伝承文

化(祭礼年中行事、民俗芸能、民問信仰、民

謡、民家)等に関するビデオソフト(ビデオ

ディスク]74番組、約600分と%吋ビデオテー

プフ2番組、約700分)を昭和60年度において再

編集又は原作品のコピーによって開設に必要

な分を整備しました。

この内ビデオディスクにプレスした]74番組

は、本県の教育放送課の事業の中で蓄積され

た映像資料を、当館の価値基凖によって再分

類し各平均3.5分手呈度に再編集したものですが、

県内伝承文化の概要を動画絵引的に・一覧する

には、ビデオディスクシステムの高速検索機

能及び反復再生での耐久性と相まって、大変

1,

便利な設備となっています。

これによって年に1度しか見られない年中

行事や、細々と受け継がれて来た種々の手仕

事の様子を居ながらにして概観でき、あたか

も映像による県内民俗文化財事典とでもいう

べき機能を発揮させることも可能です。

4.収録業務

昭和62年度からは、こうした無形の民俗文

化財のうち、今後の伝承に困難が予想される

未指定の生産・生活技術等をビデオで収録す

る業務をはじめました。
@

①チバオモテ(株欄の履き物表)つくり(了〕

県内では江戸時代から伊勢表、士佐表と

ならんで有名であった大和表(府研恵の下の

茎でつくる)や「竹皮表」の後を受け、明

治末年頃から盛んに桜井市を中心に奈良盆

地中南部の伝統的な手技として受け継がれ

てきたもので今は桜井市大福の一軒のみと

なっている。

ビデオ(VHDビデオディスク)学習室のしくみ

これから見てもらうVHD

ヒテ育ディスクは雑の畿るレ江ート
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②綜欄晒場作業〔了〕

チバオモテの原料となる綜棡の若葉(芯

葉とも呼び、梅雨の後に出るものを採る)

を集荷、煮沸して紀ノ川の河原で天日乾燥

しで、奈良県桜井及び埼玉県川越の履物表

産地へ出荷する仕事が、和歌山県かつらき

町東渋田で行なわれて来ましたが、人件費

の高騰などのため最後の作業風景となる可

能性が大となったため、チバオモテつくり

の関連技術として急邊簡易型ビデオで収録。

③タヌキの手抜き〔了〕

高級女毛筆の材料として使用される日本

産のタヌキの荒毛を抜き、精選して出荷す

る仕事は今日国内では菟田野町岩崎のただ

・一車干のみになったということで、奈良筆の

影で受け継がれて来た地道な手技として貴

重なもの。

④鹿の毛切り〔予定〕

これも、筆や友禅染めの刷毛の主要女

材料である鹿の毛を皮から切り取るという

地味な手技、これに至るまでの鹿皮の加工

工程とあわせて収録。

⑤鹿皮のいぶし〔予定〕

武道具などに使う鹿皮の表面を黄色に染

め耐久性等を高める技法は、藁の白煙の

中で営まれる苛酷な仕事として国内で行う

のはめずらしい状況にある。

⑥トチモチつくり〔了〕
上十

栃の木が自生する主に奥吉野地方(十津

川村玉置川)の栃の実の採集からアク抜き

を経てトチモチに仕上るまでの工程を収録。

⑦オエモチつくり〔了〕

晒しが足りないものを食べると血を吐く

といわれる、ヒガンバナの球根を念入りにア

ク抜きして食べたという山村十津川村の食

物、オエモチつくりを再現して収録。

⑧葛根掘り〔予定〕

有名な吉野葛の原料(葛゛即を冬の雑木

林で見つけて掘り出し、打ち砕いて沈澱を

くりかえし、精製して吉野葛となるまでの

工程を収録。

本年度の収録対象は以上のとおりですが、

今後とも忘れられゆく生活・生産技術等の収

録を続けてゆきたいと吉えております。

5.保存と活用

こうしてとりあえず収録した映像は保管さ

れ必要な時に検索し利用できてこそ資料とし

ての価値が発揮されるわけです。

現在稼動中のビデオ学習室のシステムは保

存活用システムの合理化された一典型という

ことができます。つまり、資料として価値の

あるものをあらかた分咳頁してビデオディスク

にプレスし、これを常時再生機にセットして

おけば、簡単なキー操作で検索視聴すること

のできる機能は、視聴覚資料の特性を最大限

に発揮させ得る点で理想的なものといえます。

今後も、あらたに収録した映像は、分頬し、

編集録音を施してビデオディスクにプレスし、

資料として活用し易い姿にしていくことが最

も必要で、最大の活用性を得る方法といえま

しょう。

因に、 VHDビデオディスクの容量は両面で

120分、検索がスビーディーでビデオテープに

比べ耐摩耗性及び保存性にすぐれている反面、

プレスエ程により製作されるためビデオテー

プ方式に比べ録画機能の面では即用性に欠け

る点か生豆所です。しかしまたこの点が保存性

にすぐれる要因ともなっているわけです。

但し、こうしたビデオディスクにプレスす

るまでには、ビデオテープによって編集、録

音されており、ビデオディスクの原版はビデ

オテープであり、これはやはり保存しておか

なければならないという現実問題があります。

これの保管にあたっては、湿気やカビの発

生に特に注意を要します。極薄の磁気テープ

は、湿気に合うと密着し易く、またカビの発

生等を誘発して磁性体の塗布面を剥離させて

画質を落としたりして実用に耐えない状態と

なる可育昌1生か'1Π寸テープなどの大型テープに

なる程高いといわれでいます。

ともあれ、ビデオ学習室という理想的な保

存活用システムをさらに発展させるため、あ

らたな資料の蓄積と、様々な活用に対応し得

るよう種々の充実を図って行きたいと考えて

おります。

④〔了〕はビデオ収録の終わったことを、

〔予定〕は今年度中に収録予定を意味する。
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ビデオ学習室の番組

ビデオディスク方式により視聴するもの

祭礼年中行事(1)(冬のまつり・春のまつり)

老

1,,, NO. リストNO

A]

02

ウ3

04

力5

06

07

08

09

ウ]0

ウ 11

0 12

イ']ー)

ι 14

高田のいのこまつり(その 1)ーまつりの凖備一
ι(その 2)ーおイ反1呈こわしと直会一

(その 3)ーよ丁明消しと直会一
印1合の山のネ申まつり
春日若宮おんまつり
下市恵比須神社の初市
新泉の里予神まつり
今里の .ニ.

六L具ネ申?士のおんだまつり
平尾のおんだまつり
広i頼神社のおんだまつり
里予イ衣のおんだまつり
飛.呉坐ネ申ネ士のおメLだまつり
吉里予水分神社のおたうえまつり

番

il,

ι、

.1,

2.祭礼年中行事田)

糸且

席NO.

収

りフ、トNO

名

陀々堂の鬼走り

弓手原のオコナイ(その 1)ーオコナイの凖1荷一
(その 2)一三日の行事・朝~昼一

(その 3)一三日の行事・夜一
(その 4)・一四日の行事一

観音寺のランジョウ

各ナ也のカンジョウカ、け

椣原の イ'

i工包・大西のお綱まつり

河合の弓矢まつり
藤井のオニウチ行事
東大寺の修二会(その])一別火一

(その 2)一本行・食堂イ乍法一七、

(その 3 )ーおフ」く取りー.ニ,

(その 4)一走りの行法一ι、

(その 5)ーダノタンの行法一イ'

^覧表

計 174番組絲勺600分)

番

(初春のまつり)

桜井市高田

q又

0 ]0

ウ] 1

0 12

013

ウ]4

015

0 ]6

吉野君最下』ヒ山十六可合
奈良市春日里予町
吉里予君'下市田丁

犬1里市新泉

孤壁ナ成都田原本田丁今里
0 川西田丁イ呆田

宇陀君Π大宇陀田1平尾

ン化慕ナ成君畷"1合佃丁川合
宇B官君B大字F官田丁里予イ衣

高市君Ⅱ明日香村飛.鳥
吉里予棚5吉里予田丁吉里予山

'示

七、

.1,

糸且

ノ,●

ι、

3.祭礼年中行事(四

ナ昜

席NO.

金示

戸斤

リストNO

( 4 )

名

AI

02

ウ3

ウ4

ウ5

06

07

08

ウ9

ウ 10

ウ 1]

ウ 12

0 ]3

ウ 14

ウ]5

016

0 ]フ

0 18

0 ]9

ナ昜 戸斤

(分・")イ満

(分・1少)備

5' 9 h

4'49h

3'42h

]'49h

5'33"

]']6"

3'3フガ

2'41h

8']oh

8'14h

4'フル

1' 47"

3'53力

3'53h

,ト原の虫送り
中山田の 0
田原本田丁の市氏園まつり(その])ーたてやまつくりー

(その2)ーまつりの当日一七、

和爾下神社の市氏園まつり
八木の爰宕まつり
率川神社の三枝まつり
石上神社の夏越の示友い

笛U欠神社の夏越のまつり
綱越神社のおんぱらまつり
八坂神社の夏まつり
上之頻氏竜倉神社七月当のまつり
金岡U山卓云i去東兪寺のレンゲまっり
蔵王堂蓮華会カエルとび

1ゴNmの富士垢風隹
登ぢ尓神社の御湯
1忌うらんやまつり

東イ左11米の六斎.念仏

木i聿川の祈m,奪念仏

番

五イ傑市大津
吉野郡里予迫川村弓手原

考

"又

(夏のまつり)

4'36"

2'45四

4'17"

3' 40四

4' 23力

1'51四

2'58ル

3' 1 が

金示

i二,

JI.

山辺君B都祁キ寸金十

イ、

.1.

組

場

ι.

.1,

生駒郡平群町椣原
桜井市江包・大西

吉里予君"下才ヒ山キ六可合
天王里市藤井

奈良市雑司田丁

ZJ

イ、

戸斤

/1.

4.祭礼年中行事(Ⅳ)
j帛NO

【分・ 1少)イ蒲

名

1'28ガ

4' 2 υ

3'25h

6']フ"

2' 50h

2'18リ

1']1町

3'22"

4' 38四

3' 32ガ

4' 3力

3'29h

3' 24ル

4' 39"

3']7四

3' 49力

イ、

リストNO

ι.

イー

考

ι、

門イ美ネ申社の〒火まっり
御キ丈神社の手火まつり

丹生川上神社中ネ十寺の手火まつり
八φ番神社の不火まつり
糸井神社の不火まつり
往.馬坐1尹古麻都比古神社の手火まつり
ネ職皮多神ネ上の手火まつり

J併手神社の不火まつり

宇β官君B室生木寸小原
天1里市中山田
る幾ナ成君3田原本田丁

Ⅱ又

番

金示

(秋のまつり)

天1里市櫟本
キ蜑原市八木

奈良市本子守町
天1里市石上

コヒ葛1成君K新庄田丁笛Π欠

桜井市三車命

吉里予君B西吉里予キ寸
桜井市滝倉
御戸斤市高天

吉里予田丁吉里予山

山辺君B都祁本寸上i架川

奈良市石木円丁
゛哥原市東士方ナ成田丁
御戸斤市東イ左1床

東吉野千寸木i聿川

イ゛

場

ポ且

戸斤 仏)・1少)備

2' 40力

3'53h

3'39叩

4' 24h

3' 14ガ

2' 40ガ

3'19力

1'49h

1'21h

2' 24町

2' 53力

3' 40力

4']フガ

3'25力

2' 5ル

2'41"

2'50四

3'20ル

5' 15町

名

考

宇3官捌5曽爾手寸今井

宇陀岩乃御杖村袖条
吉里予君3東吉里予村二上
i悉_上君參月ケ沫頁木寸相k香野
磯ナ成君3川西田丁糸吉崎
生駒市一分

山辺郡山河井寸中峯山
吉里予君醒予迫川村才朗斐

1
0
0
ウ
ウ
0
ι
0
ウ
カ
0

0
 
ウ
ウ

)
)
)
)
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9

^
0
ウ
0
0
0
0
カ
ウ

1
0
0
ウ
ウ
ι
0
0
0
ウ
0
0
0
ウ

2
ι
ι
0
0
ウ
0
ι
0
ウ
ウ
ウ
ウ

1
2
3
4
5
6
7
8

^
 
0
 
ウ
ノ
ノ
ウ
ノ
ノ
ウ
 
0

2
ι
0
ウ
0
ウ
0
ι

①
1



席NO リストNO

B9

010

0 11

ウ 12

ウ 13

ウ]4

ι 15

^

7K越神ネ士の秋まつり

長尾才申社の平火まつり
白山神社の禾火まつり
戸隠才申社の禾火まつり
天神ネ土の手火まつり

八φ番ネ申社の手火まつり

九豆員神社の手火まっり'.

5.民俗芸能 1 (神楽

番

席NO リストNO

AI

ウ2

03

力4

05

ウ6

07

08

09

ι 10

011

012

ウ 13

014

015

ウ 16

糸且

キ会原ネ申ネ士の神楽
春日の社イ云神楽
春日大社の田舞
狛市子錘ーカマド市友いー

室生竜六ネ申社の5師子舞

門イ奨神ネ士の1師子錘
白山ネ申ネ士の5師子舞
神波多神社の5師子舞
菅里予の獅子祭り
上i朶川の題目立

長尾神社の田楽
水越神社のじんぱい
ネ申i皮多ネ申ネ士の田楽
春日若宮おんまつりの田楽

冉生神ネ士の田楽
九頭才申社の田楽

番

題目立・田楽).

名

イ、

七'

糸且

6.民俗芸能Ⅱ(風流・能・狂言・人形浄瑠璃)

奈良市畠1也町
奈良市阪原町_.
字陀郡室生才寸亀口
奈良市須川田丁

大和高田市本町
御戸斤市川合
奈良市ぎ央川田丁

席NO.

』又

3

リストNO

ι、

金示

名

ウ

BI

ウ2

03

04

05

力6

07

08

ウ9

ι 10

011

ウ 12

0

0

場

0

風i京

丹生川上神社の太古踊り
大初g生の太鼓踊り
篠原踊り
十i聿川千寸の大踊り
天詠踊り

阪本踊り
大里予のイサメ踊り
ζ dJ ξら

国キ西奏
翁錘一奈良豆比古神社・山i泰千寸春日の春日神社
天川1王言

惣谷ぢ王言

中峯の人形i争瑠チ廖
之由田丁の人形i争瑠チ禹

イ、

戸斤

イ'

番

il゛

桜井市三輪田丁
奈良市春日里予田丁

収

.1・

0

(分・1少)イ蒲

0

宇陀郡室生村室生

'示

.シ

フ'28力

5'28"

5' 46゜

2' 28ル

2' 30力

2' 9 ガ

3' 58"

ι.

ι'

フ.生産・生業

士県

宇陀君仔曽爾村今井
宇β官君B室生村竜口
山辺郡山i烝才寸中峯山
宇陀郡御杖村菅野
山辺君5都ネ畔寸上深川ハキ主神社
奈良市阪原田丁

奈良市邑j也田丁 "0] L 3/、

山辺君B山i悉村中峯山
奈良市春日里予田丁
奈良市丹生田丁
奈良市1央川田丁

組

場

ι、

席NO.

奈良市中院町

考

,斤

リストNO

AI

02

03

ι4

ウ5

ウ6

ウフ

力8

ウ9

ι 10

ウ 1]

012

0 ]3

ウ 14

015

016

017

名

イ分・秒〕イ黄

奈良盆士也の稲イ乍

山の仕事(その 一山ネ木の手入れーー

(その 一皆イ戈一ウ

(その 一搬出一イ、

大和高原のお茶づくり
国栖の紙すき
=車倫そうめん
下市の神酒口つくり
下市の三宝づくり
高山の茶筌づくり
奈良n西
里予迫川の経木づくり

箸fづくり0

大塔木寸惣谷のツポ杓子づくり
月ケi頼の,鳥梅づくり

奈良の・一刀彫り

十i聿川のゆうへしづくり

2' 26ル

5'5フガ

3' 4フカ

2' 31力

6' 24四

3']フ"

4' 50"

1' 2フガ

1' 28町

3'53ル

4' 50ル

2'55ル

2']フカ

4' 5フガ

2' 45"

3' 29ガ

番

戸斤

老

秒)イ耐{ノ}

iシ

Ⅱ又

吉里予郡下市田丁丹生
奈良市大杓P生田1
吉里予君B大塔木寸篠原

"1.

.1、

金示

'.

組

ι、

吉里予君B大塔木寸天辻
吉里予郡大塔村阪本
宇陀郡室生才寸大里予
吉里予郡吉里予田丁南国f西
奈良市奈良坂田丁・山i烝キ寸春日
吉里予郡天川手寸土平之内
吉里予君B大塔才寸惣谷

中峯0

"1'

8.民問信仰

場

席NO.

金峯山寺

所

リストNO

名

秒)イ蒲(分

生駒市乙田田丁

5' 35力

3' 36h

3' 48力

4'41"

5'19゜

2' 49ル

8' 47"

1'42ル

3'15力

4' 53ル

5'56ガ

4' 56ガ

1'3フル

1'20町

2' 54み
3' 43四

4']9川

3' 54"

2']4"

1'43ル

3' 13h

2' 42ル

四季農耕図の糸会.鵬
雨乞いの糸会.馬
芸育毛の糸会馬

祈原頁の糸会.馬

玉山寺の祈願糸会.馬
古糸会.馬

祭ネL・力呉楽の糸会馬
元興寺のナ也蔵会

じ

番

"又

老

金乗

吉里予君β吉里予田1窪ナ亘内
桜井市三車倫

吉里予君B下市田丁下市

場

糸且

生駒市高山田丁
i泰上郡月ケi頼才寸尾山
吉里予君腔予迫川村今井

才ヒ"又.1,

吉野君B大塔千ナ惣谷
i悉上君3月ケi頼才寸尾山
奈良市油留木田丁

吉里f創1+・1聿j11才寸武蔵

戸斤

ι,

(分・秒)イ蒲

名

5'22ガ

2' 33ガ

4' 55ル

フ' 23ル

3'19"

2' 36"

3' 49"

1' 20ル

1'13町

1' 50ル

3']5力

2'3フカ

2' 6 h

5' 5 ガ

3'35町

5' 13力

3' 42゜

考

考

収 金象

( 5 )

生駒市宝山寺
当麻寺・禾火篠寺

2
0
ι
0
ウ

3
0
ウ
ウ
0
0
ウ
ι
ウ
ウ
ウ

0
 
0
 
0

3
4

ー
ー

0
 
/

4
ι
0
0
ノ
ノ
ι
ウ
ι
ウ
ウ
ウ

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8

ウ
0
0
ウ
0
力
0

4
ι
ウ
ゥ
ι
ウ
カ
0



騨iNO. リストNO

B9

0 10

ウ 11

ウ 12

013

ι 14

ウ 15

0 16

ウ 17

0 ]8

0 19

ウ 20

ル 21

.1.

イ.

帯解寺の子安ナ也蔵

丹全の三日ナ也蔵
路ぽうのナ也蔵
病気をなおすナ也蔵

大和各ナ也のナ也蔵
南都の寺々のナ也蔵菩薩イ象
奈良田丁の庚申信仰
山上ケ岳大峯山寺の戸開式
吉里予山と大峯イ言イ叩
天川木寸洞川と大峯信仰
山上ケ岳の行ナ昜

下才ヒ山村前鬼と大峯おく力丸ナ
十九夜講

.1、

.ウ,

番

9.大和の民家・環濠集落・家並

糸且

席NO リストNO

A]

力2

ウ3

ι4

ι5

06

07

08

ウ9

010

心 11

012

0 ]3

014

力 15

0 ]6

ι 17

ι 18

0 19

ウ 20

021

み 22

023

ウ 24

025

026

名

吉川ネ貞一家イ主宅
吉川順イ乍家旧イ主宅
木寸井家イ主宅
中村家住宅
菊家家イ主宅
今井田丁の民家
栗山家イ主宅
糸田川家イ主宅

藤岡家イ主宅

鹿マ召家旧イ主宅

1恵井家イ主宅

車乞家1主宅

西田家イ主宅

堀家f主宅
辻家イ主宅

千卑田の環濠

i善夫の環i豪
東新堂の環i豪
阪手の環i豪
イ呆i聿の環i豪
法蓮田丁の家並
下市の家並
柳本の家並
田原本の家並
奈良田丁の家並
大和高田の家並

番

奈良什i今市町

O J'1生田丁

奈良市内

収

糸且

i示 場

奈良市ゴヒ辛斤屋田1

吉里予郡天川ネ寸澗励
ウ吉里予田丁吉里予山

0 天川キ寸洞川

0 天川木寸洞川、山上ケ岳

ウ下才ヒ山村前鬼
奈良市狭川町

戸斤

名

イ、

イ゛

.3、

(分・秒)イ蒲

'゛

.1,

大和の街道・大和の民謡・わらべ唄・祭礼年中行事追補(初春のまっり)10.

1'54"

2'18四

2'17み

2'4〕

3'45力

3' 47町

1'43ル

2'16ル

2'59゜

2' 49"

4'16四

1'29ガ

3' 48ガ

席NO.

キ盛原市山之士方田丁

大和民イ谷公園(元橿原市中町)
才ヒ萬城郡新庄田丁南道穂
御戸斤市名キ丙
t悉上君B月ケi頼才寸判ι香里予
橿原市今井田丁

五イ傑市五イ傑 1丁目
奈良市南城戸

0 元興寺田丁
大和民イ谷公園(元大和高田市永和町)
吉里予君B川上村高原

ウ西吉里予千寸滝
L L{上

鹿土昜ι■

凸島の
ι゛

賀名生
0 十i聿川手寸五百i頼

大和郡山市手卑田田丁
橿原市"善夫田丁
桜井市東新堂

磯城郡田原本町阪手
イ呆i聿0 0

収

考

リストNO

'示

BI

02

ウ3

ウ4

05

06

07

08

09

カ]0

ウ 11

ウ 12

013

ム 14

力 15

016

場

"音がり越え旧奈良街道
旧イ尹勢街道(その 1

(その2).1・

旧イ尹勢街道(その 3
(その 4)高見越え七.

1日局里予貪晨里予1封道
芋峠・壺阪峠
紙漉きU貝
オ氏そ打ち唄
ネ兄い唄

わらべΠ貝ーレンゲつもか花つもかーー
三輪の年迎え
唐才召才是寺のイ1冬正会一併談義
薬師寺花会式一花ごしらえー

戸斤

番

桜井市三輪田丁
宇陀君B曽爾キ寸イ尹賀見

吉里予郡天川村中越・i可合

0 川上キ寸神赱答
御戸斤市茅原

奈良市登大路田丁
モ'ろし

ι雑司田丁
京都府綴喜郡田辺町
五イ傑市南阿太・源青巨寺
奈良市藤原田丁

紛・秒)備考

.1、

収 金示

2'16"

1'52ル

2' 6 "

]' 22ガ

1'59町

1']8ル

2' 1 ガ

1' 24"

2' 26ガ

1'40h

3'フガ

]'26ル

]'41ガ

2' 2 "

2'13町

4'16"

2'16"

1,23υ
1'16h

4'1]ガ

1'57"

2,9 ガ

]' 55力

3'フガ

]' 30ル

3' 44ル

場

組

イ゛

[司ν2吋(VHS)ビデオテープ方式により視聴するもの

( 6 )

奈良市法蓮田丁
吉里予郡下市田丁下市
天チ里市初P本田丁
磯城君昔田原本田丁
奈良市

大和高田市

戸斤 考手重

祭礼

年中行事

(分・チ少)イ蒲

名

男 1」

.1、

1' 49"

3' 08"

3' 07h

3'15"

5']1"

2']8"

3']0"

3,00ガ

2'4フル

2'13h

.:゛

席NO. 整理NO.

一鬼追いー

生駒市・奈良市
桜井市初i頼
宇陀剥ξ榛原田丁
宇陀郡曽爾才寸・御ネ丈村
吉里予郡東吉野才寸

0 里予迫川村・十i聿川木寸
高市郡高取田丁
吉里予君β吉里予田丁窪ナ亘内

Ⅱ又

ι'

.1.

'゛

大神神社焼道祭
しめ糸尾づくり

天川本寸のお朝拝
川上村のお朝拝
吉ネ羊草寺のとんど
興福寺の鬼追い
手向山神ネ士のお田キ直
東大寺イ隆二会と竹送り
吉里予川の雛i充し

藤原町の?星繋会

金示

.1.

番

.1・

ナ動

ι、

.1゛

組

ウ下ゴヒ山才寸寺ナ亘内
奈良市内

桜井市三車兪田丁

奈良市五イ傑田丁
奈良市菩提山田丁・西ノ京田丁
奈良市西ノ京町

戸斤

]0

イ、

名

5' 4フル

2' 24゜

2' 33力

3' 26h

フ']3町

4' 23ル

4' 40"

3' 13ガ

2'45ガ

2' 05み

2' 45"

3' 33h

2'51四

3'41h

3' 25h

3' 03h.1、

,
ノ
ム

4
 
0
 
ウ
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0
0
0
0
0
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ウ
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ノ
カ
0
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5
ι
0
ι
ι
ウ
ノ
ノ
ウ
カ
0
ι

1
2
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4
5
6
7
8
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ι
 
0
 
ウ
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ウ
ウ



種 牙1」 席NO. 整1里NO

生産・生業
ノ!J

祭礼

年中行事

イ、

イ'

矢田原の子供浬梁
ι奧福寺の"繋会

春日大社の春日祭
虫Eン'くのマ十力、け祭一蛮E、[きー
大手畔申?士のちゃんちゃん祭
屯田大社の風1真祭
金剛寺の北丁篭i流し
衞雄神ネ士の不火まつり一女の座一

大神神社の木多玉づくり
木ナ也n巾(ロクロ師)
墨つくり

ナギ1コ t手え

田原の祭文と祭文おどり
田原のおかげおどり
夏まつりの献燈
辛斤1主の八幡神社不火まつり
立石のおネ東り
下市の八φ番神社の禾火まつり
大聖寺の観音まつり

下市のナ也蔵まつり(その 1)
(その 2 )"1.

波上ヒ売神社の宮座まつり

岩狐肘申ネ士・八φ番神社の不火まつり
下市のドンド
下市の害1」答つくの

下市のお〒陥荷さん
3建1台屋
"ナ.ぎ

t曜木斥
竹箕

藤箕
竹籠

番傘

平オ勺子とツボ*ヨ子

割り箸

桶

糸氏すき
6 1上L .

.鳥梅

麻織り

草鞍

奈良市八島のお盆と六斎念仏
御戸斤市東イ左Π未のお盆と六斎念仏
奈良人汗多

毛筆

奈良団扇

ほちる

奈良i黍器

車乞漆
赤膚焼

良弁木多

ありんこ通し

お田引いたん兒たかえ
おむかえダヌキ

子育てゆうれい

{まかされ太R15吉
水がめのうなぎ

三十文のお'、だ

おにとマメま

奈良の大仏さ L

みみずがさんびき

たん司、ながもち

宮座の祭

イ.

.1゛

イ.

番

.1・

.1,

七.

.1J

糸且

ノ!J

.ニ,

イ、

名

イ'

(フ)

ノシ

.1.

",.

祭礼年中行事
生産・生業
農具っくηの伝剰1術

竹を材半斗に
したイ云承技

1ホテ

奈良市矢田原田丁
力登大路田丁

奈良市春日野佃丁
御Π斤市虫乞ンて
天1里市新泉

生再句君B三望卵1立里予
五條市里予原
゛妾井市才ヒ白木

0 三幸倫田1
吉里予aB吉里予1町ν衣竜

奈良市西ノ京田丁

大和君B山市天井
吉里予村Π下市田丁i頼ノ上
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民俗資料聞き書き短信

①奈良市中ノ川の宮座の年中行事

毎年2月]8日奈良市中ノ川の、三社神社脇

の会所にてオコナイという行事がある。当日、

12時ごろからその年の当屋ぐトーヤ) 5 名、

岡本健・大浦昌之・新谷明・久保田松次郎・池之

畑伊平各氏が旧観音堂(今は会所)に集合す
」【0.tユ

る。岡本健氏が年長であるので当屋頭という。

なお当屋をつとめる義務のある人が当時42名

が入っておりこの人達を宮座の人と言う。

オコナイ行事の前日、当屋頭の岡本健氏宅

にて餝を搗き、御供を作る。御供は六重の白

餅である。それと四角柱の御供を作っておく
しウ、きむ

御供は観音さんの前に42個の r六重の餅」(名

称は、わからずこうよぶ)と三社神社の前に

「角の餅」を供える。

当日の出席者は、当屋の 5名、宮座の年長

から 5 名(5 人衆とよぶ。このうち68歳の人
しし

1名を神主と言う。)、下(宮座の若い人) 2

名と導師である。導師として昭和認年から壇

家寺である奈良市の徳融寺隔φ通念仏宗)の

僧侶かきてくれるようになった。それ以前は

興ネ冨寺惟欠喜天)やi筆留璃寺から来てもらっ
た。

当日、下図のように座わり、徳融寺さん

(導師)が経をよみはじめる。導師が途中 2
.1/、 L

回と最後 1回の都合3回に「乱声」と言って

直立すると、いっせいにネコヤナギの枝を板

に打ちつけたり、太鼓、ホラガイなどを吹い

たりして 2分程さわぎたてる。行事全体の時

問は約30分程であとは村人の話しあい(雑i劾

程度でその日はおわる。行事として今日形骸

久保副

[至語吾ヨ.也之畑1
. 田

松次郎イ明25}
平御]37)伊

夫イ大4)谷

民具と伝承に関する報告

、

昭和53年2月18日調査

化しているようであった。

伝承によると以前のこの日の行事におこな

つていたことは次の通りである。
しも

①宮座の下(年若いノ＼)から15人をへヤ

といい、この人達が堂の中で太鼓をひっくり

かえしはくり)あばれま hつた。

②ネコヤナギ(村人はイノコロと呼ぶ)

を下から2人のスエザ(末座)の人かさか'し

てくる。そして、 3寸の和紙に牛玉の印刷を
ゴー"ー

すり、ネコヤナギにはさみこむ。これを牛玉

づえといい村の軒数だけつくる。この牛玉づ

えはモミマキの時に水口に立てる。

③子供が堂のまわりを、イノコロの枝で

たたきまわる。これをエンタタキと言う。

④神をへヤ(宮座の下から15人までの人)

がつけていた。

以上は、今行なわれていない。

オコナイは宮座の人たちだけで行なっており

当屋の5人はこの日で次の5人にひきっいで

もらう。オコナイに必要な用具は神主さんの

家に保管する。その用具とは、ホラガイ、経

典、鉄鉢、牛玉さんの版木、朱印である。

経典は表紙無記銘であるが、あけた最初に

は「十・一面悔過」とある。

また奥書は「テ時元文X戊末歳霜月二十右

五日自今以後枝見之人孔写一遍廻向f享

和二壬戊歳霜月上八日筆者謹書和弼添上郡

中川邑観音寺什物」とある。この経典にの

つとり行なわれる。
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中ノ川の宮座は昭和53年当時で42名。「1」
(年齢の高い人)から 5 人か'5 人衆、 68歳の

人が神主。68歳の人がいなければ、出てくる

まで今の人がつづけて行なう。宮座入りは12

月6日にする。数え年15歳から座入りをする。
L 4.

長男は必ず入り、次男は希望者のみ入座。下

(年齢の若い15歳)から15人をへヤ、下から

2人がシモザ、スエザと言う。

宮座の財産はある。オコナイ以外の宮座の

年中行事は次のとおりである。

月 日 行事名

1月12日

8月2]Π

ヤはオ、ドの木でつくる。
スエザの者が、ネドを切
り、和紙で矢の羽根をつ
け村中の家の数をつくる。
この矢は家の屋根うらに
かけておくと、人よけに

なる。供えものは、 yル

シカキ・コフ・シオなど。
コンニャクを村の人は持
つて帰る。

矢切り

内

'

,Ⅶ

2月18日

風の祈m3

10門]6日

]0月]7日

7月20日

オコナイ

百万遍のい1すくり
す、る。

②愛染さんのまつり

備考

虫オクリ

秋まつり

社和
神 43

社午
祭]0
典月
諸]フ
控日

12月6日

(今回調査報告参照)

職人の世界では、その職種によって定まっ

た守り神を持ち、これを祀る風習が見られる

ことがある。

大工・左官・桶屋などの太子講、鍛冶屋・

鋳物師の金屋子神信仰などはよく知られた例

であろう。

今ではその仕事ぶりを実際に目にする機会

も少なくなってしまったが、戦前までは庶民

の衣生活と深く関わってきた紺屋でも、愛染

明王、また下照姫首絲散陶をその仕事場に

祀っていたものであった。

県内、室生村下笠間には現在も紺屋として

その伝統的な技法を守り継ぐ井上富夫氏がお

られ(「藍染め」奈良県立民俗博物館だより

V01.ⅧNO.2 参照)、ここでも愛染さんを祀

り続けている。

愛染さんのアイは藍に繋か'り、また愛欲の

神であることは藍浴に通じるとされ、いつし

か紺屋職人の守り神となったといわれてぃる。

井上さんのお宅では愛染さんの祭日は年一

笹に五色の紙をつけ太鼓
を打ち村中をまわる。

祭典買物控
こさ n 枚)・小豆姉并米白舛・に付2 介の告"合)・二ま(2 合)塩
イ神饌用 2 合)塩(二ま塩 2 合)御1巾'Π1(]升)占のり( 3 把)し
ようか(3 個)長芋(三本)栗(3 個)山出し昆布(3 枚巾四寸長
サ・一尺〕カワラケ(白五度二枚)(内三度六枚)・両口丸筈σ坐衆
・一人]膳すつ)大根(三本)・半紙〔座衆三十七人の場合五十枚)
ごほ'う(三本)鯉(三匹)・丸木鉾(三個)・腔,0 (一把)はこや熊
(三膳分)玄米二升(粘内にし神主より庁,す新椴のむい場合、稲の

穏を三穂一膳に、一柚すつ洗米のせる。

宵宮神膳の組立御供物は神主持の儀三膳分

{その他式次第か記載される〕

左の記1'
(5 」'j によ

るど宵筥、本
呂'の行事内容
が記されてぃ
「,

七D ,

〔粧36Cm X 1削5Cm〕

届]ド記参昭

.

は

座ノ、リ

今もや
ノでいる

し

冊興

15十↓リ、上の男子か筥座に
ノ、るC

今もや
0ている

.

巡D ④
⑱

⑱⑧
十七1げ剣ヨ神嘱の儀

"ーヨ・,④①
④⑳③
⑤②

、

・コ、C い勾

ι、 t .、7

りて'いる

( 9 )

a"先木 f ごιヰ五脊-1苫に盛0 】
巨〕焼物鯉 bι1ピ"i三"善ι一」る 1
@〕ノ、1ル斗・碁・長ト【ーム1'を・・キ且に L T'ニ"篝」

堪i 唖力ワラケニうー"すつ_膳分]
小ルし」亡布【巾四寸」正尺●枚宛なきく<・JI・購つナ】

匝 1,「1甚,、 L 」_)カ..嚇{イニ'1,'・一割1にしぜ:・:1筈〕
御神゛、'木1七1-""美分」

ハコ箕1

3'熔"」]ι・1厘力ワヲケ)

度、 1月26日と定められており、平素は特に

なにもしないのが習いということである。

祀り方はごく簡素なもので、まず和紙を羽

織、袴に見立てた形に切ったものを、各一枚

用意し、祭の当日、仕事にかかる前にこれの

裾部を一番新しく藍建した甕にちょっど旻け

て、そのまま乾かしておく 0

タ刻仕事を終えると愛染さんの神棚へこれ

を上げて、供物として大根を共に置く。

別に「御膳」として高膳に赤飯、香の物を

添えたものを蓋を閉めた甕のーつの上に置き

こうして一年の仕事の無事を祈るのである。

横山浩子

▲愛染さんに供える羽織(右)と袴(左)

＼

.

L
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③桜井市多武峯の運搬方法
山地の運搬

桜井市多武峰の談山神社の周辺の山では、

杉、桧の植林をしている。植林してから40年

たつと杉は直径15Cm、桧は直径20m程の太さ

の幹になり、伐採する。伐採した材木は桜井

の町の製材所へ運んだ。今回は、材木を山の

上から6km雌れた桜井の町まで運ぶ方法につ

いて、多武峰在住の上村茂雄氏(63歳)が子

供の頃目にされたことを中心に書いておく。

戦前は、談山神社の参道は車(ギチ車も含

む→通行禁止であった。だから、カチンボと

呼ばれる男達が、材木を5本ぐらい一度に肩

にかついで参道を通った。林木5 本のうち1

本だけ前へ少し長く出してかつぎ、休憩する

ときは長く出した 1本の材木の先を電柱、あ

るいはざらざらした木肌ですべりにくぃ桜や

もみじなどの木の枝にかけ、息オ丈で材木を下

からささえて、肩から材木在少し浮かせてー

息ついた。 10om に 1 回ぐらい休憩した。

しかし、肩にかついで材木を運ぶのは重労

働であり、時問もかかるので、夜のうちに、

材木をギチ車に積んで談山神社の参道を運ぶ

人もあり、ギチギチという音が響くことがあ

つたという。この音からギチ車とかギチコと

か呼ぱれるようになったのであろう。

ギチ車(ギチコ)は小型二輪の荷車である。

車輪は樫材、芯棒は椿材である。芯棒の上に

桧材の台を置き、藤つるで結んで固定した。

山に登るときは、台の部分を背中に当てて両

手で芯棒をにぎってかついだ。山をけずって

つくった60~90卯幅の道をギチ車は通った。

目的地につくと、杉、桧の材木を、12~15本ぐ

らいをギチ車に前4、後6 の割合で積んだ。

ギチ車の後ろ側に材木の太い切り口の方を道

をひきずり加減になるように積んで、山を下

るときブレーキの役を果たすようにする。材

木在 2段積んで、その上に角 2 寸(60m)の

横木を置いてから3段目を積んだ。積み終わ

るとシュロ縄で結ぶ。そして、一方の車輪に

輪にしたシュロ縄をかけ、その先に 5Cm幅の

布をつけてそれを肩にかけてギチ車を引っぱ ▲キチ車(ギチコ)

つた。ギチ車で運搬する作業は3 ~4 人で組

んで行なった。この仕事は、高等小サ井交卒業

後13、 N歳ぐらいから男がした。材木をギチ

車に積むときに使うシュロ縄は、各家でシュ

口の木を植え冬の問に縄ナイをして作ったも

のである'

八井内からは広い道になり、大八車で材木

を運んだ。大八車にはギチ車5台分の材木を

積んだ。大八車]2~B台が一緒に桜井の町ま

で1日 2 往復した。大八車は、八井内の 2、

3軒をはじめとして、自分の家で持ってぃた。

大八車で運ぷときの服装は、上衣はシャッと

「00材木」等と印したハンテン、下衣は紺

か白木綿のバッチに腹巻をした。頭にはハチ

マキをして横で結び、足は地下足袋をはいた。

桜井の町からの帰路は上り坂なので、車の芯

棒と結びつけた紐につないだ犬に大八車左ひ

つぱらせて登った。大八車は昭和17、 18午あ

るいは終戦頃まで使用した。

その後は、材木を専門に運ぶ業者力斗安井の

町にできた。運搬方法も大八車から.馬力にな

り、さらにトラックへと変わった。材木の需

要に応じて運搬もスピードが要求されるよう

になった。

多武峰の人々は日用品の大きい物(机等)

から嫁入り道具まで、桜井の町で材木を降ろ

した後の大八車や.馬力に積んで上まで運んだ。

子供達も中学校になると桜井の町へ通ったが、

帰りは'賜力に乗せてもらった。多武峰や八井

内等に住む人々にとって、大八車や馬力は、

仕事だけでなく日常生活においても欠かせな

い運搬方法であったことがうかが力れる。

徳田陽子
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民俗公園だより

植物と民俗 ふくらし

冬の園路を歩けぱ'カサカサと音がするよう

乾燥したク又ギの葉が風のよわくなっただ 0

ところに湘る。音が景色の一部となっている。

公園の自然林を構成するのはアカマツ、ク

ヌギ、コナラを優占種とする二次林である。

この林内の中層のところどころに t、ジキ、ナ

ソハゼ、シャシャンポ、ヒサカキ、ソヨゴ女

どがある。早春の雑木林に彩どりをそえる ミ

yノやy ツジ、ヤマツツジ、モチツツジもみら、

れる。奈良県から京都府、三重県にいたる標

高三百メートル~四百メートル以下の丘陵地

によくみられる代表的な二次林である。

県東部、宇陀郡では正月の門かざりにアカ

マツとヒサカキとソヨゴの枝を束ねたものを、

カド先の両側に二本たてる習慣がある。

ヒサカキはツバキ科の植物でサカキの少な

い地方では、サカキの名でよく神事に使われ

ている。姫サカキで小さなサカキから転じた

ものであろう。大手山也方ではビシャコと1呼ぶ

ことが多い。葉の大きさとともに葉の縁の鋸

帥

1」U」小"之化吋研究町

迺11,、"げ占.k l.野ナ1」・・氏

状のきょ歯の有j岻によってサカキとの区別は

ソヨゴは宇陀地方ではフクラシと1呼ぶ、

般的に膨ら柴と書き、葉が火にあうと葉のな

かで水分が水蒸気となり、表皮のクチクラが

丈夫なため膨らむことからきている。モチノ

キ科の樹木でモチノキ、ナナメノキなどと同

じように正門ごろに紅い小さな実をつける。

その地方の柏物相か'そのまま人々の「くら

し」のなかに反映している。宇陀郡の代表的

二次林もまたアカマツ・モチツツジ林なので

仟眞村光司)ある。

クリーンな心で

グリーンな奈良

奈良卿W埼論明治・大正昭和生活資料展

催しもののお知らせ

ムラとイエのくらし

奈良の近代]00年を支えた庶民の生活資料

展示内容◇ムラのくらしーかんがい・運搬・交通・交易

◇イエのくらしーイエのくらしとあかりの変遷

◇ムラとイエのくらし山一子供の世界

◇ムラとイエのくらし②一'、ラ・イエのいとなみ

と先祖をまつる風習

(昭和63年6月30日まで)

博物館・ビデオ学習室一公開中一
奈良県内の祭や民俗芸能・わらべ唄・むかし話

くらしの中の伝承技術など約250番組。
大型ビデオ新設(主に団体利用冉肺

江戸時代の民家7軒一公開中一
印1家集落〕重文・旧广1井家住宅、県文・旧脚沼家住宅〔国

中集落〕県文・旧吉川家住宅、県文・旧萩原家侘宅、旧赤士
家離座数〔宇陀東山集落〕重文・1日岩本家住宅、旧松井家

住宅〔吉野集落〕県文・旧木村家侘宅
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